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は
じ
め
に

愛
媛
県
と
高
知
県
の
県
境
近
く
に
位
置

す
る
標
高
一
，
二
二
六
メ
ー
ト
ル
の
滑
床

山
（
な
め
と
こ
や
ま
）（
通
称
三
本
杭
（
さ

ん
ぼ
ん
ぐ
い
））
周
辺
（
愛
媛
・
四
万
十

森
林
管
理
署
管
内
）
は
、
四
国
山
地
の
登

山
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
、
か
つ
て
は
ミ
ヤ

コ
ザ
サ
や
オ
ン
ツ
ツ
ジ
が
群
生
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
一
二
年
頃
か
ら
山

頂
の
サ
サ
原
や
周
辺
の
天
然
林
で
、
灌
木

類
、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
等
の
植
生
が
衰
退
・
消

失
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
原
因
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食

害
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
被
害
の

実
態
等
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
被
害
の
著
し
い
箇
所
で
は
、

植
生
が
消
失
、
裸
地
化
し
て
、
土
壌
の
流

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
か
ら
の
再
生
を
目
指
し
て

─
滑
床
山
（
三
本
杭
）
で
の
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
植
生
回
復
へ
の
取
組
─

国有林野
事業の取組

四
国
森
林
管
理
局　

四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

出
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
ま
ま
放
置
す

れ
ば
裸
地
化
が
一
層
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
地
周
辺
は
滑
床
山
林
木
遺
伝

資
源
保
存
林
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
を
は

じ
め
、
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
第
一
種
特

別
地
域
や
水
源
か
ん
養
保
安
林
・
保
健
保

安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
自
然
環

境
の
保
全
上
、
非
常
に
重
要
な
地
域
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
四
万
十
川
森

林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

植
生
の
衰
退
・
消
失
の
原
因
等
に
つ
い
て

の
早
急
な
調
査
と
、
調
査
結
果
に
基
づ
く

植
生
回
復
の
た
め
の
具
体
的
方
策
の
検
討

を
通
じ
、
滑
床
山
の
裸
地
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

２ 

具
体
的
な
取
組

（
１
）
被
害
地
の
調
査

平
成
一
七
年
度
に
現
地
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
植
生
の
衰
退
・
消
失
の
主
な
原
因

昭和61年頃（写真上）と
平成19年（写真下）の滑床山の姿

は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
既
に
表
土
の
流
亡
や

天
然
林
の
枯
損
が
広
範
囲
で
見
ら
れ
、
極

め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
裸
地

化
し
た
部
分
の
植
生
回
復
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
対
策
が
早
急
に
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

（
２
）
検
討
会
の
開
催

こ
う
し
た
結
果
に
対
応
す
る
た
め
、
地

元
関
係
者
、
有
識
者
、
関
係
行
政
機
関
等

の
参
加
に
よ
り
、
平
成
一
八
年
度
に
検
討

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

検
討
会
に
お
い
て
は
、
①
特
に
被
害
が

著
し
い
山
頂
付
近
の
二
箇
所
に
シ
カ
防
護

ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
、
②
被
害
を
受

け
る
前
の
植
生
で
あ
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
を
移

植
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
）
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
地
下
茎

の
植
栽

検
討
会
で
の
提
言
に
基
づ
き
、
平
成

一
八
年
一
二
月
に
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
を
二
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箇
所
合
わ
せ
て
延
べ
五
〇
〇
㍍
設
置
し

て
、
〇
・
七
三
㌶
を
囲
い
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
侵
入
を
防
ぐ
措
置
を
と
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
一
九
年
三
月
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
約
一
二
〇
名
が
シ
カ
防
護

ネ
ッ
ト
で
囲
ま
れ
た
二
箇
所
に
、
被
害
を

受
け
て
い
な
い
箇
所
か
ら
掘
り
取
っ
た
ミ

ヤ
コ
ザ
サ
の
地
下
茎
を
移
植
し
ま
し
た
。

移
植
は
、
モ
ザ
イ
ク
状
に
二
三
七
箇
所
設

定
し
た
一
㍍
四
方
の
区
画
に
敷
き
詰
め
る

よ
う
に
し
て
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
愛
媛
県
・
高
知
県
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
地
元
関
係
者
で
あ
る

「
南
予
の
ぼ
ろ
う
会
」、「
滑
床
を
愛
す
る

会
」、「
滑
床
千
年
の
森
を
つ
く
る
会
」、

松
野
町
役
場
、
四
万
十
中
央
森
林
組
合
、

西
土
佐
村
森
林
組
合
、
森
林
総
合
研
究
所

四
国
支
所
な
ど
様
々
な
団
体
で
し
た
。

（
４
）
移
植
後
の
状
況
の
把
握

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
移
植
後
、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ

の
成
育
状
況
を
定
期
的
に
調
査
す
る
た

め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
で
囲
ん
で
あ
る
箇
所

に
お
い
て
、
移
植
し
た
区
画
か
ら
無
作
為

に
選
ん
だ
七
箇
所
及
び
対
照
区
と
し
て
移

植
箇
所
以
外
で
無
作
為
に
選
ん
だ
三
箇
所

に
お
い
て
、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
本
数
及
び
高

さ
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

前
者
の
七
箇
所
で
は
、
平
成
一
九
年
七

月
に
は
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
は
平
均
で
一
区
画
当

た
り
四
七
本
で
し
た
が
、
一
年
後
に
は
、

平
均
で
四
〇
〇
本
に
な
る
な
ど
移
植
し
た

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
は
順
調
に
増
殖
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
下
茎
を
移
植
し
て
い
な
い
対

照
区
に
お
い
て
、
平
成
二
〇
年
七
月
に
は

シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
効
果
に
よ
り
、（
注
）

生
き
残
っ
て
い
た
地
下
茎
か
ら
発
生
し
た

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
が
平
均
で
一
区
画
当
た
り
約

一
六
〇
本
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

３ 

こ
れ
ま
で
の
取
組
成
果

移
植
し
た
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
は
順

調
に
生
育
し
て
お
り
、
ミ
ヤ
コ

ザ
サ
以
外
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
食
害
を
受
け
ず
に
残
っ
て
い

た
イ
ワ
ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
の
群
落
が

広
が
り
を
見
せ
、
そ
の
群
落
の

中
に
カ
エ
デ
類
、
シ
デ
類
の
稚
幼
樹
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が

食
べ
な
い
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
が
徐
々
に
拡

大
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
こ
れ
ら
植
生

の
回
復
が
土
壌
の
流
出
防
止
に
有
効
に
作

用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

原
植
生
で
あ
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
は
、
移
植

の
み
な
ら
ず
生
き
残
り
の
地
下
茎
か
ら
の

発
生
も
確
認
さ
れ
、
順
調
に
回
復
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
を
張
っ

て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
侵
入
を
防
ぎ
、
食
害
な

ど
を
防
い
だ
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
が
地
表
を
覆

い
つ
く
す
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今

後
も
経
過
観
察
が
必
要
で
す
。

４ 

今
後
の
取
組
み

こ
の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
滑
床
山
周

辺
は
、
こ
れ
ま
で
も
森
林
環
境
教
育
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
植
生
が
回

復
し
つ
つ
あ
る
様
子
を
ご
覧
頂
い
て
お
り

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
皆
さ

ん
と
一
緒
に
植
生
回
復
に
取
り
組
み
、
滑

床
山
が
以
前
の
よ
う
に
み
ど
り
豊
か
な
山

に
戻
る
よ
う
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
な
ど
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

（
注
）
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
は
地
下
茎
に
よ
っ
て
増
殖
し
、

地
上
部
が
食
害
さ
れ
て
も
地
下
茎
が
生
き

残
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
地
下
茎
か
ら
地
上
部
が

発
生
し
ま
す
。
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